
講演テーマ：
「師匠アラン・カウフマン博士、師匠のメンターデイビッド・
ウェクスラー博士から引き継ぐ、子ども
の教育相談のためのアセスメント」

日本学校教育相談学会
沖縄県支部 研修会

日時：2025年2月8日(土)10:00～12:30【午前の部】

13:30～16:00【午後の部】
※ 午前の部・午後の部、同じ内容です。どちらかを選択して下さい。

主催：日本学校教育相談学会沖縄県支部
後援：沖縄県教育委員会

【お問い合せ】
日本学校教育相談学会沖縄県支部

事務局 照屋 勝矢（090-1878-6475）
E-mail kyousou.okinawa@gmail.com

石隈 利紀 先生

参加費：会員 1,000円
非会員 2,000円
学生 無料

※ 会費については、会場でお支払い下さい。

（東京成徳大学 特任教授）

お申込はこちら

場所：那覇文化芸術劇場なはーと３階（大スタジオ）

（那覇市久茂地3-26-27）

日本版WISC、K-ABC開発者
「改訂生徒指導提要」作成委員
「チーム学校」提唱者
※ 講師紹介（裏面参照）

※ 研修証明書(2時間30分)を発行いたします。

※ 会場に駐車場はございません。
なるべく公共交通機関をご利用下さい。

※ 受付は、満席になり次第終了させていただきます。
お早めにお申し込みください。



 【講演テーマ】

「師匠アラン・カウフマン博士、師匠のメンター
デイビッド・ウェクスラー博士から引き継ぐ、
子どもの教育相談のためのアセスメント」

【講師紹介】 東京成徳大学特任教授・筑波大学
名誉教授 石隈利紀

・日本スクールカウンセリング推進協議会理事・前理事長
・日本公認心理師協会副会長
・学校心理士認定運営機構理事長
・日本LD学会名誉会員、SENS名誉会員

石隈先生は、カウフマン博士夫妻の下で、スクールサイ
コロジストとしての厳しい訓練を受け、学校心理学で博士
号を獲得されました。カウフマン
先生の高弟の一人と言われ、日本
版WISC-VやKABC-IIの開発者の一人

 です。

ウェクスラー先生は、心身ともに
傷ついたアメリカの復員兵を援助す
るためにアセスメントツールとして、自腹で約2,000名を

 対象として標準化を行いウェクスラー・ベルビュー検査を
開発しました。カウフマン先生は、マイノリティの子ども

 たち（LD児やアフリカ系やヒスパニック系アメリカ人など）
が不利になりにくい知能検査を開発しました。

お二人がめざしたのは、苦戦している人のために役立つ
ツールの開発でした。カウフマン先生の「予測をくつがえ
す（Kill the prediction!）」という賢いアセスメントか
ら一人ひとりの子どものための教育相談や特別支援教育に
向かう考え方について、一緒に学びましょう。

カウフマン博士夫妻
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